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1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 52,253 1.7 1,370 △11.6 1,497 △9.5 1,003 △13.4

29年3月期 51,354 △4.0 1,550 27.7 1,655 30.2 1,159 52.3

（注）包括利益 30年3月期　　941百万円 （△34.1％） 29年3月期　　1,429百万円 （144.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 82.98 ― 7.8 3.9 2.6

29年3月期 95.90 ― 9.8 4.5 3.0

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 99百万円 29年3月期 67百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 38,729 13,777 34.2 1,095.49

29年3月期 37,142 13,017 33.4 1,025.40

（参考） 自己資本 30年3月期 13,253百万円 29年3月期 12,405百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 3,584 △1,384 △1,535 3,588

29年3月期 2,314 △1,062 △268 2,952

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00 181 15.6 1.5

30年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00 181 18.1 1.4

31年3月期(予想) ― 0.00 ― 12.00 12.00 14.5

（注）29年3月期期末配当金の内訳　　　　普通配当　12円00銭　　　　特別配当　3円00銭

　　　30年3月期期末配当金の内訳　　　　普通配当　12円00銭　　　　特別配当　3円00銭

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 26,500 1.7 500 △16.6 500 △23.6 400 △17.5 33.06

通期 54,000 3.3 1,500 9.4 1,500 0.1 1,000 △0.4 82.66



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 12,102,660 株 29年3月期 12,102,660 株

② 期末自己株式数 30年3月期 4,435 株 29年3月期 4,335 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 12,098,232 株 29年3月期 12,089,300 株

（参考）個別業績の概要

平成30年3月期の個別業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 51,594 4.2 1,433 5.6 1,531 5.3 995 △2.5

29年3月期 49,507 △7.7 1,357 33.1 1,454 40.1 1,020 71.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期 82.28 ―

29年3月期 84.38 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 36,690 12,038 32.8 995.05

29年3月期 34,506 11,170 32.4 923.33

（参考） 自己資本 30年3月期 12,038百万円 29年3月期 11,170百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
の3ページ「1.経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況 
（1）当期の経営成績の概況 

当連結会計年度におけるわが国の経済は、政府による経済対策効果等による雇用環境や企業

収益の改善を背景に、緩やかな景気回復基調で推移いたしましたが、世界経済の変動による影

響等から不透明な状況が続いております。 

食品業界におきましては、消費者の安全・安心への意識の高まりや低価格志向継続のほか、

競争激化や人手不足等、厳しい経営環境で推移いたしました。 

このような環境のなかで、当社グループにおきましては、販売力の強化、お客様のニーズを

捉えた商品開発、お客様への迅速な対応に努めて参りました。その結果、当連結会計年度にお

ける売上高は、522 億 5 千 3 百万円（前年同期比 1.7％増）となりました。 

利益面に関しましては、海外食品事業が操業開始初年度で経費負担が大きいことや、国内に

おける物流費用の増加等から、営業利益は 13 億 7 千万円（前年同期比 11.6％減）、経常利益は

14 億 9千 7百万円（前年同期比 9.5％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は 10 億 3 百万円

（前年同期比 13.4％減）となりました。 

事業部門の区分別の売上高は、次のとおりであります。なお、当社グループの事業は単一セ

グメントであるため、部門別により記載しております。 

冷凍食品部門につきましては、421 億 7 千 1百万円（前年同期比 3.1％増）となりました。 

日配食品部門につきましては、72 億 6 千 7百万円（前年同期比 5.2％減）となりました。 

  缶詰部門等につきましては、28 億 1 千 3百万円（前年同期比 0.4％増）となりました。 

 

 (2）当期の財政状態の概況 

   資産、負債及び純資産の状況  

  資産につきましては、主に預金が増加したこと等により、当連結会計年度末の総資産は前連

結会計年度末に比べ 15 億 8 千 7百万円増加し、387 億 2 千 9百万円となりました。 

  負債につきましては、支払手形及び買掛金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比

べ 8億 2千 7百万円増加し、249 億 5 千 1百万円となりました。 

  純資産につきましては、利益剰余金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ 7 億

6千万円増加し、137 億 7 千 7百万円となりました。 

  

(3）当期のキャッシュ・フローの概況 

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度   

末に比べ 6億 3千 5百万円増加し、35 億 8千 8百万円となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益 14 億 2 千 5百万円、減価償

却費 16 億 6 千 4 百万円等により 35 億 8 千 4 百万円の資金収入(前年同期は 23 億 1 千 4 百万円

の資金収入）となりました。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出 13 億 5 千 1百万円等

により13億8千4百万円の資金支出(前年同期は10億6千2百万円の資金支出）となりました。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の減少 6 億円、割賦債務の返済 3 億 9 千

9 百万円等により 15 億 3 千 5 百万円の資金支出(前年同期は 2 億 6 千 8 百万円の資金支出）と

なりました。 

  次期のキャッシュ・フローにつきましては、たな卸資産等の圧縮に取組むなど営業キャッシ

ュ・フローの増加をはかり、キャッシュ・フローの改善に努めてまいります。 
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なお、キャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりであります。 

  平成 27 年 3月期 平成 28 年 3月期 平成 29 年 3月期 平成 30 年 3月期

自己資本比率（％） 29.4 30.9 33.4 34.2 

時価ベースの 

自己資本比率（％） 
24.7 25.3 36.5 28.4 

キャッシュ・フロー 

対有利子負債比率（年） 
60.3  3.4 5.1 3.0 

インタレスト・ 

カバレッジ・レシオ（倍） 
    2.3       30.2 19.2 38.0 

  ※自己資本比率：自己資本／総資産 

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

   キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

   インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

    (1)各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

    (2)株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

  (3)キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

    を使用しております。 

  (4)有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対 

    象としております。 

 

(4）今後の見通し 

 今後の見通しにつきましては、各種経済対策の継続を背景に企業収益や雇用情勢の改善が続

き、景気は緩やかな回復の傾向が見込まれるものの、世界経済の変動による影響、また個人消

費の動向が不透明ななかで更なる競争激化が予想されます。また、原材料価格や物流費用、燃

料・電力料等の上昇が懸念されること等から、食品製造業を取巻く環境は引き続き厳しい状況

が続くものと思われます。 

 このような環境のなかで、当社グループにおきましては、高度な品質の実現を重要課題とし

て、販売力の強化、お客様のニーズを捉えた商品開発、生産効率の向上を進めることにより、

次期の見通しとしては売上高 540 億円、営業利益 15 億円、経常利益 15 億円、親会社株主に帰

属する当期純利益 10 億円を見込んでおります。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 
 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準で連

結財務諸表を作成する方針であります。 

 なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。 
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（5）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（表示方法の変更） 

 前連結会計年度において、「流動負債」の「支払手形及び買掛金」に含めていた「電子記録債務」

は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記しております。この表示方法の変更を

反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

 この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「支払手形及び買掛金」に 

表示していた 6,210,617 千円は、「支払手形及び買掛金」4,568,328 千円、「電子記録債務」1,642,288

千円として組み替えております。 

 

（セグメント情報） 

 前連結会計年度（自 平成 28 年 4 月 1日 至 平成 29 年 3 月 31 日）及び当連結会計年度（自 平成

29 年 4 月 1 日 至 平成 30 年 3 月 31 日） 

 当社グループの事業は、食品の製造販売並びにこれらの付帯事業の単一セグメントであるため、記

載を省略しております。 

 

（1 株当たり情報） 
前連結会計年度 

（自 平成 28 年 4月 1 日 

  至 平成 29 年 3 月 31 日） 

当連結会計年度 

（自 平成 29 年 4月 1 日 

  至 平成 30 年 3 月 31 日） 

1株当たり純資産額            1,025円 40銭

1株当たり当期純利益             95円 90銭

 なお、潜在株式調整後 1株当たり当期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

1 株当たり純資産額           1,095 円 49 銭 

1 株当たり当期純利益            82 円 98 銭 

 なお、潜在株式調整後 1株当たり当期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

（注）1株当たり当期純利益の算定の基礎 
 

 

 

前連結会計年度 

（自 平成 28 年 4月 1 日 

  至 平成 29 年 3 月 31 日） 

当連結会計年度 

（自 平成 29 年 4月 1 日 

  至 平成 30 年 3 月 31 日） 

親会社株主に帰属する当期純利益（千円）             1,159,307             1,003,851 

普通株主に帰属しない金額（千円）                －                － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純利益（千円） 

            1,159,307             1,003,851 

普通株式の期中平均株式数（株）             12,089,300             12,098,232 

 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 
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4．その他 
 

  役員の異動（平成 30 年 6 月 26 日付予定） 

 

 （1）代表者の異動 

    該当事項はありません。
  

 （2）役付取締役の異動 

     昇任予定取締役 

  専務取締役 営業本部長  塚田荘一郎  （現 常務取締役 営業本部長兼海外事業本部長） 

       兼海外事業本部長 

  

  常務取締役 生産本部長   佐 藤 光 義  （現 取締役 生産本部長兼生産部長） 

          兼生産部長 

 

 

 （3）その他の役員の異動 

    新任取締役候補 

    取締役 健康事業部長    内田真帆子  （現 健康事業部長） 
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